




An Attempt toward Improvement of Instruction in Adult Nursing Practice (Report I) 
-The assessment of e旺'ectivenessof attendance at the meeting 
for case summary reports for students and instructors-
Junko NAKAHARA， Miwako HISHIKARI， Miki SAITOへandKeiko OKUY AMA料
It was determined to hold a meeting for case summary reports with the attendance of al the 
students and instructors who were enrolled in the adult nursing practice at B Hospital on the 
final day of practice， inaddition to the conference currently performed at the ward for clinical 
practice， as a measure of the university for an adult nursing practice from the current fiscal 
year. This study aims at attaining effectiveness of attendance at the meeting for case summary 
reports for students and instructors and finding implications for future problems. In the present 
study as a first attempt to assess the effectiveness， a questionnaire survey was conducted for 44 
students and 12 instructors who attended to adult nursing practice and the following meeting 
for case summary reports in the first semester (from May through July) with consent for this 
study. 
Key words :学生 students，指導者 instructors，ケース・サマリ一発表会 meetingfor case 
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性別 主な疾患 病棟 年齢
性別 主な疾患
1男 2女 1男 2女
70 十指腸j貴場肺炎帯状癌疹 50 脳梗塞 DM
40 急性重症膝炎 60 脳梗塞
70 末期腎不全 60 脳梗塞
80 2 末期腎不全うっ血性心不全 70 2 肝閉門塞部性胆管癌 自己免疫性肝炎
貧痘
60 左肺腺癌胸膜悟種 70 慢性腎不全 頚髄損傷
40 急性際炎 90 2 急性心不全 肺炎
70 急性隠炎末期腎不全糖尿病 60 胃癌
80 心疾患 70 2 悪性リンパ腫
80 十一指腸潰蕩 40 ネフローゼ症候群
70 肝性脳症 80 I~ーキンソン病誤礁性肺炎
60 胃癌 2 60 前立腺肥大 糖尿病高血圧
70 食道癌 2 70 勝脱腫燭
50 脳梗塞糖尿病脂質代謝異常 2 70 際航腫燭
2 70 左原発性肺癌 2 60 肺癌
2 70 2 胃癌 2 80 胃癌
2 60 2 胃癌 2 60 右原発性肺癌
2 90 2 胃癌 2 70 2 上行結腸癌
2 70 胃癌 2 70 パレット食道癌
2 60 食道癌 2 70 2 上行結腸癌




2 80 2 直腸癌
2 80 肺癌
2 80 上行結腸癌
※病棟[1:成人看護学実習 I(急性・回復期)， 2 成人看護学実習I (慢性・終末期)] 
※年齢[患者の年齢は個人情報保護のために具体的に明記せず，数字は00歳代と表記した。]
表4 第 111'1 日・ 21己!日のケース・サマリ一発表会に参加しての学生の I~I 己評価結果
設問項目
平均値 4とてもそう思う 3まあまあそう思う 2あまりそう思わない 1全くそう思わない
1回目 2回目 l回目 2回目 l回目 2回目 |回目 2回目 1回目 2回目
尭査会の進め方は適切だった 3.26 3.56 9名147目) 17名(印刷 7名137目) 6名124目) 2名(11¥) 1名14首) 1名15目) 1名14首)
ナー マは適切だった 326 356 5名126¥) 14名156目) 14名174首) 1名14¥) 。名(偽) 。名 10目) 。名(側) 。名(的)
受け持ち患者の紹介は適切だった 3.37 3.24 7名137¥) B名13m 10名153目) 15名160¥) ls 15¥) 2名18目) 1名15¥) 。名(側)
署i目視・看護上の問題は適切だった 3.1 3 28 4名121¥) B名132司) 13名168¥) 16名164¥) 2名(11¥) 1名14¥) 。名(偽) 。名(叫)
問題|、ついてのケアの経過と残された課題lま適切だった 2倒 320 4名121¥) 7名128¥) 8名142首) 16名164¥) 7名(37目) 2名(8¥) 。名(叫) 。名(仇)
体駿の意味づけ 寺桂の課題1ま適切だっ士 3.26 316 7名(37¥) 10名付的) 8名(42¥) 10s(4的) 4名(21¥) 4名(16¥) 。名{偽) 1名(4¥)
サマリー をまとめる際に文献を活用した 2制 3.40 4名(21%) 14名(56自) 8名(42首) 8名(32も) 7名137¥) 2名(8目) 。名(倒) 1名(4¥)
行った看護の撮り返りLなった 3 74 3.92 14名(74首} 23名192¥) 5名126¥) 2名目白) 。名(偽) 。名 (0¥) 。名(閃) 。名(偽)
通付した責料は適切だった 316 3 32 5名126¥) 8名(32¥) 14名(74目) 17名168¥) 。名{仇) 。名(凶) 。名(閃) 。名{仇)
尭査するうえで工夫をした 2.37 2.92 。名(開) 3名11¥) 9名147目) 17名168目) 10名(53¥) 5名120¥) 。名(倒) 。名(怖)
尭量態度は適切だった 3.1 3.12 4名12も) 3名12¥) 13名168目) 17名168目) 2名11¥) 5名12日目) 。名(叫) 。名 10目)
サマリ 尭査会に書加Lて良かったと思う 3.95 4.0 18名195目) 8名13m l名15¥) 12s 148¥) 。名 10¥) 5名120¥) 。名(側) 。名(的)

























































































子マは適切だった 発表肉容に沿ったテ マだった テ マと内容に少しずれが生じた



























































































色々 な視点から看護を見れた 2 自分の看護の学び，みんなの看護について学 3 
他者の学ぴ・指導から自己の学びを深め，視 ぴを聞く ζとで，共有し，深まった









はじめは緊張したが終わった後の達成惑が 太変だったけど少し緊張したけれど，達成感 1 
あった 緊張したり大変だったが達成感があった がものすごくある
大変だった
2準備や決められた時間内でまとめ・伝えるこ 発表の準備をするのが時間がなく大変であ3分間で言いたいことをまとめ伝えるのは鑑 り，受け持ちの日々 記録が同時に行えなく
しい との大変さ なった
臨床で意の看識護が高師にま自分の考えを聴いてもらうこ 看護lま一員で|ま語れないものだと改めて恩っ 1 
と った 看護の取り組みへの気持ちが変化した た
』のサマリー の経験を今後につなげたい





急性・回復期実習 コー ド 数 カテゴIJ- 慢性・終末期実習 コー ド 数
勉発強表会にで他の学生の学びを聞く」とは自分の 1 みんなの看護出を聞来たいて参考になったし学びを 4 
なった 深めることが
他の人の発表を聞くことで.自分の中でいろ 他の学生が何を学んだのか知る』とで自分の 1 
いろな状況における看護を感じ取るζとがで 1 学びを深められた
きた





他の学生の援助方法や考えを聴いてみていろ 野を広げることができた 一人ひとりの看護が聞けて受持ち患者さんや 1 
いろな考がえ方わやか媛り助学のび方を翠向性盈や向かう姿努が 2 看護師さんたちから多くのものを学んだ
|あること ることができた
サマリー をまとめるのは大変であるが，'-れ 1 
|を行うζとで学びを深めるζとができた





















自分の考えを話す』とは苦手だったので不安 自分の行った看護目患者さんの反応をまとめ 1 














慢性期実習も真剣に取り組んでい二うと思つ 1 看護師に自分の考えを聞いてもらうことで目意識も高まり，よりよい媛助を今後行っていた きたいと思えるようになった
今後の実習に活用したい 今後も皆と友に前に進んでいきたいと感じた 1 
患者さんに看護学生を受け持って良かったと


































































平均値 4とてもそう思う 3まあまあそう思う 2あまりそう思わない 1全くそう思わない
l回目 2回目 1回目 2回目 1回目 2回目 1回目 2回目 1回目 2回目
学生が提示したテー マl、関心がもてた 3.3 3. 50 2名(3削 3名(50目) 4名(67目) 3名(50目) 。名 (O%) 。名(時) 。名(時) 。名 (0も)
学生の尭表舎の進め方は適切だった 3.17 3. 67 1名(17出) 4名(67S)5名(83¥) 2名(3目) 。名(O%) 。名(0首) 。名 (0目) 。名 (O¥)
畳け持ち患者の紹介は適切だった 3.50 3.12 3名(50目) 2名(3目) 3名(50目) 3名(50%) 。名 (0目) 1名(11%) 。名 (O%) 。名 (O%)
看護目標・看護上の問題は適切だった 3. 3 3お 3名(50目) 2名(3目) 2名(3目) 4名(67目) |名(17%) 0:8 (0目) 。名 (0目) 。名 (O%)
問題Lついてのケアの経過と残された課題は適切だった 3.17 3.3 1名(17%12名(3目)5名(83弘) 4名(67%1 。名 (0目) 。名(0目) 。名(側) 。名(明)
体験の意味付け・今桂の課題は適切だった 3. 50 3.50 3名(50目) 2名(3出) 3名(50目) 4名(67目) 。名 (0目) 。名(時) 。名(叫) 。名 (0目)
発表態度は適切だった 3. 50 3.3 3名(50%1 3名(50目) 3名(50目) 2名(3%1 。名 (0%) 1名(17%1 。名(悦) 。名 (0%1
学生指導への興味・関心が持てた 4.0 3.67 6名(10%14名(67目) 。名(0%1 2名(3目) 。名 (0%1 。名(0%1 0名(0目) 。名 (0%1
学生指導の振り返りになった 3.83 3ね 5名(83目) 2名(3首) l名(17%) 4名(67¥1 。名 (0%1 。名(叫) 。名 (0首) 。名(時)
学生への理解が変化した 3切 3. 67 3名(50出) 4名(67首) 3名(50'目) 2名(3¥) 。名 (0目) 。名(叫) 。名(怖) 。名{叫)
サマリー 尭査会L参加して良かったと思う 4.0 3.50 6名(IO¥)3名(50自) 。名(0%1 3名目的) 。名 (0%1 。名(O%) 。名 (0出) 。名 (0も)






























第1回目コード 数 カTゴリー 第2回目コード 数
実習指導中には分か発表らなでかった学生が考えて 1 学生が色荷な思いを持って実習していたのだ 1 
いたことが今回の 知る二とができた と分かることができた
どういう気持ちで患者へ関わっているかが分 1 良〈患者の大切な変化を受け止めているなと 1 
かった 思った
|普頭段のの中記が録す物で〈は良分くからなかったががする学生の 1 学生の感性に気持ちを新たにする」とができ 1 
ご 分かつた気 た















学生が提不したT マーは慢性期・急性期の特 1 発表時聞が短〈進むペー スが速いので，発表 1 
徴をとらえていた |料時間を配悦布してを読み込め仰で 事前に資
て貰いたい
声が小さいと聞きづらかった 発表会にま時唯間一がとられ.実習時間が減ってし 1 
まうのl 残念である
受患け者持ちの状患者況のが紹見介えは関わっていない患者で 発表会の進め方lま1回目に比べてスムー ズだっ 1 
も てきた サマリ一発表会に関しての思いや要望 t: 
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